
岩手県
F i l e  N o. 02

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,064 1,046 993 916 805
採用予定者数 330 280 290 290 320

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

①分かりやすい授業ができ，児童生徒に確かな学力をつけることができる教師
②児童生徒に対する愛情を持ち，一人ひとりの児童生徒と真剣に向き合うことができる教師
③豊かな人間性を持ち，幅広い教養と良識を身につけている教師
④教員としての使命感や責任感を持っている教師

出願期間
公開日　令和７年３月24日（月）
電子申請　令和７年４月７日（月）～25日（金）17:00
書類郵送　令和７年４月７日（月）～28日（月）〈簡易書留・消印有効〉

試験日程

１次試験
　試験日　令和７年７月12日（土）　　合格発表日　令和７年８月６日（水）
２次試験
　試験日　面接等：令和７年８月中旬～９月中旬　実技試験：令和７年８月30日（土）　
　合格発表日　令和７年９月25日（木）

年齢制限 昭和39年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，外国語（英語）　［高］国語，公民，地
理歴史（日本史，世界史，地理），数学，理科（物理，化学，生物，地学），芸術（音楽，美術），情報，保健体育，家
庭，農業，工業（機械，電気，建築，土木，工業化学），水産，商業，外国語（英語）　［特］（小）（中高）国語，公民，
地理歴史（日本史，世界史，地理），数学，理科（物理，化学，生物，地学），芸術（音楽，美術），情報，保健体育，
家庭，外国語（英語）　［養］

特記事項

■特別選考　●社会人特別選考　［高］情報，農業，工業（機械，電気），水産志願者で，博士の学位を有する
者，又は民間企業等で規定の勤務経験がある者で，志願する教科に関する高度な専門的知識や技能を有し，
熱意と識見を有する者は，１次は書類選考，２次は個人面接（口頭試問を含む）を別日程で実施。●大学推薦
特別選考　［小］，［中］理科，技術，［高］農業，工業（機械又は電気），［特（小）］，［養］志願者で，規定の要件
を満たす者は，１次は書類選考，２次は個人面接（口頭試問を含む）を別日程で実施。●幼稚園教諭経験者特
別選考　［小］志願者で，幼稚園等に正規教諭等として規定の勤務経験を有し，幼稚園教諭普通免許状を有
する者は，１次は書類選考，２次は個人面接（口頭試問を含む）を別日程で実施。■障がいに配慮した選考　
試験内容等は一般選考と同じ。障がいに応じた配慮を行う。また，障がいの程度に応じて２次の実技の一部
を免除。■優遇措置　●一般選考A（岩手県現職教員）　１次の教職を免除。●一般選考B（他都道府県現職
教員）　１次を免除。●一般選考C（臨時的任用教職員経験者）　１次の教職を免除。●一般選考D（元岩手
県教員）　１次を免除。

新規情報

■地方会場　■３年生受験　小中高特養対象。■初任給　初任者大卒266,552円，修士修了285,152円（県
立学校，他に各種手当加算）　■初任者研修　初任者研修では，実践的指導力と使命感を養わせるとともに，
幅広い知見を得させる。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島／寒冷地勤務　義務ではない。
■懲戒処分の指針　HPで標準処分例，処分量定一覧を公表。

面　積 15,275 ㎢
人　口 1,124,483人
県の花 キリ
県の木 ナンブアカマツ
県の鳥 キジ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 6,069 1,270 393

不登校（人） 843 1,616 593

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　教育原理（学習指導法等）のうち，学習指導法で

は，有意味受容学習やジグソー学習，プログラム学

習の理解を問う問題が出題された。

　生徒指導では，「不登校児童生徒への支援の在り

方について（通知）」（2019年）から支援の目標や

アセスメント等に関する問題が出題されたほか，教

育法規とも重複するが，いじめ防止対策推進法から

第2，3，8，15条を問う問題も出題されている。

　教育時事ではご当地問題が頻出であり，今年度は

昨年度に続いて「岩手県教育振興計画（2024～

2028）の 概 要」（2024年）か ら「 基 本 目 標」や

「学校教育における目指す姿」，「取組の視点」を問

う問題がみられた。また，「『いわての復興教育』プ

ログラム（第3版）」から「いわての復興教育」の

定義に関する問題も出題された。国レベルの時事に

ついては，「『令和の日本型学校教育』の構築を目指

して（答申）」（2021年）から目指すべき教職員の

姿に関する問題が出題された。

　教育法規では教育基本法と地方公務員法（服務）

が必出である。今年度は，教育基本法から第2条が，

地方公務員法から第32，33，34，36条が，それぞ

れ出題された。このほか，憲法第26条や学校教育

法第11条等も出題されている。頻出の条文のキー

ワードを押さえておくことが求められる。なお，今

年度は出題のなかった学校保健安全法も頻出であり，

確認しておきたい。

　教育心理では幅広い領域からまんべんなく出題さ

れている。今年度は心理療法（行動療法，遊戯療法，

箱庭療法，認知療法），人格検査（ロールシャッ

ハ・テスト），教育評価（絶対評価，診断的・形成

的・総括的評価，ピグマリオン効果），学習理論

（ケーラーの提唱した洞察）のほか，防衛機制（投

影）に関する問題がみられた。頻出の人物名・理

論・理論の特徴を整理したい。

　教育史では，西洋教育史と日本教育史から幅広く

出題されている。今年度は，西洋教育史から人物

（コメニウス，ロック，ペスタロッチ，フレーベル，

モンテッソーリ）の理解を問う問題がみられた。

▶教育時事で要注意のご当地問題
▶教育法規は教育基本法と地方公務員法（服務）
▶幅広い領域から出題される教育心理

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。

教職教養
全14問

教育時事

2

教育史
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地域
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教育法規
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教育心理
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教育原理
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生徒指導
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自治体別試験DATA＆分析
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